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◎
春
季
報
元
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
は
、
管
長
達
示
に
よ
り
本
部

太
祠
と
全
国
各
教
会
に
お
い
て
も
同

時
刻
に
祭
儀
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

              

◎
「
教
議
会
延
期
」
に
つ
い
て 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
東
京

首
都
圏
内
は
交
通
機
関
・
計
画
停
電
・
物

流
不
通
の
混
乱
に
よ
り
、
第
五
十
九
回
教

議
会
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
事
に
関
し
て
は
、
書
面
に
て
教
議
会

議
員
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

一
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
施
行

に
つ
い
て
教
規
第
四
十
七
条
に
基

づ
き
前
年
の
教
議
会
に
お
い
て
議

決
し
た
予
算
を
施
行
す
る
も
の
と

す
る
。 

二
、
教
則
第
四
十
六
条
に
よ
る
左

記
同
意
に
つ
い
て 

現
教
務
課
長 

鴨
田
和
征
中
教
正

を
教
務
部
長
に
任
ず
。 

包
括
宗
教
法
人
扶
桑
教 

 

代
表
役
員 

杉
山
一
太
郎 

包
括
宗
教
法
人
扶
桑
教 

 

教
議
会
議
長 

坂
本 

覺
道 

 

 

◎
鹿
児
島
教
区
祭
式
作
法
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
に
続
い
て
、
神
道
祭
式
作
法

講
習
会
が
、
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
三
日
間
、
鹿
児
島
市
Ｋ
Ｋ

Ｒ
か
ご
し
ま
敬
天
閣
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

福
岡
教
区
か
ら
の
参
加
を
含
め
て

四
十
二
名
の
参
加
者
は
、
連
日
の
指
導

を
熱
心
に
受
け
、
最
終
日
は
講
習
生
代

表
が
閉
講
奉
告
祭
を
立
派
に
ご
奉
仕

し
ま
し
た
。
管
長
殿
か
ら
修
業
証
書
を

一
人
一
人
に
授
け
ら
れ
、
全
日
程
を
修

了
し
ま
し
た
。 

《
研
修
会
参
加
者
》 

種
實
満
宮 

西
川
満
衣
子 

村
元
弥
生 

 

折
田
る
み 

山
下
裕
二 

 

 

山
元
孝
子 

永
吉
幼
和 

 

山
元
俊
洋 

西
川
實
俊 

 

村
元
康
人 

柳
田
健
保 

 

柳
田
健
一 

内
山
茂
人 

 

鮫
島 

一 

大
國
宮
教
会 

 

木
之
下
展
久 

田
口
松
夫 

 

反
町
礼
子 

益
山
千
鶴
子 

 

神
之
門
ま
ゆ
み 

神
之
門
愛
子 

 

若
松
和
子 

松
岡
政
代 

 

福
永
千
恵
美 

桑
代
僚
子 

 

倉
谷
友
美 

北
山
明
子 

 
安
永
み
ど
り 

羽
島
宮
教
会 

 

徳
永
春
雄 

徳
永
昭
子 

 

徳
永
好
美 

戸
高
一
智 

 
 

川
畑
登
志
子 

須
納
瀬
美
和
子 

 

宮
下
優
子 

 

摩
利
支
天
宮
教
会 

安
峯
重
夫 

天
野
光
子 

 

高
穂
宮 

中
村
美
香 

山
下 

純 
 

太
祠
直
属 

中
入
地
み
つ
子 

馬
場
久
雄 

 

久
米
俊
樹 

辻
村
栄
輔 

 
 

辻
村
千
栄 

 

 
 

 

大祭で大震災の鎮静を祈る参列者 


